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研究成果の概要： 
遺伝医学の著しい進歩によりわれわれの知識基盤が拡大することで社会、患者、臨床医からの

遺伝医療へのニーズが高まることが予測される。今後医療の中で遺伝情報を適切に活用するた

めに早急に検討すべき課題として、医学教育への臨床遺伝教育の導入があげられる。日本にお

いて臨床遺伝に関する教育内容は欧米型をそのまま応用することは難しく本邦独自のものを作

成すべきであろうと考える。本研究では、本研究では、医療職から臨床遺伝、医学教育、非医

療職から生命倫理、遺伝医療に関わるさまざま専門職により研究メンバーを構成し、臨床遺伝

教育プログラム開発に向けた課題を調査、明確にした。特に学習者（医学生）が中心となる能

動的に臨床遺伝教育プログラムの開発を行った。この臨床遺伝教育プログラムが本邦における

医学教育の中に有効となる導入に向けた課題を明確にし、実現可能にするための検討を行った。 
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１．研究開始当初の背景 

医療における生命倫理の対象の大きな１つ

として遺伝医療があげられる。遺伝医学の著

しい進歩によりわれわれの知識基盤が拡大

することで社会、患者、臨床医からの遺伝医

療へのニーズが高まることが予測される。今

後医療の中で遺伝情報を適切に活用するた

めに早急に検討すべき課題として、医学教育

への臨床遺伝教育の導入があげられる。これ

までに、本邦において、臨床遺伝に関する教



育内容や教育プログラムの検討はほとんど

行われていない。日本において臨床遺伝に関

する教育内容は欧米型をそのまま応用する

ことは難しく本邦独自のものを作成すべき

であろうと考える。 

 

２．研究の目的 

本研究では、医療職から臨床遺伝、医学教育、

非医療職から生命倫理、遺伝医療に関わるさ

まざま専門職により研究メンバーを構成し、

臨床遺伝教育プログラム開発に向けた課題

を調査、明確にする。明確にした課題を基に、

医学教育で位置づけられた臨床遺伝教育プ

ログラムを立案し、効果が上昇し実現可能と

なる教育手法、教材開発についても検討をお

こなう。 

 

３．研究の方法 

本研究では、診療場面で遺伝情報を適切に活

用できるため、申請２年間に能動的に学習者

（医学生）が中心となる臨床遺伝教育プログ

ラムの開発を行う。この臨床遺伝教育プログ

ラムが本邦における医学教育の中に有効と

なる導入に向けた課題を明確にし、実現可能

にするための検討を行うことが課題である。 

 

４．研究成果 

 平成 19 年度（１年目）は、社会や患者、

医療職、担当教員、学習者が臨床遺伝教育に

どのようなニーズを感じているかを調査し、

臨床遺伝教育プログラムを医学教育に導入

する際に生じうる課題を明らかにした。平成

20 年度（2 年目）は、平成 19 年度の結果を

踏まえ、いつ、どのような形で臨床遺伝教育

を行うか、どのような手法が良いか検討を加

え、教育効果が上昇する臨床遺伝教育プログ

ラムを検討し、教員の立場から、学習者の立

場から、患者・家族の立場からみた教育目標

を作成、実践を試みた。さらに、米国の教育

内容と比較し、新たな臨床遺伝内容であるオ

ーダーメイド医療も含め検討を行った。 
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